
1 

 

 

  

令和 ６ 年度事業報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人稲泉会 

 

グループホーム「けーせん」 

別添１－５ 



2 

 

Ⅰ. 総 括 

 

Ⅱ. 重点項目 

 

 令和 6 年度もグループホームにおいて、家庭的な環境と地域住民との交流の

下、一人ひとりの自己決定を尊重し適切なケアが提供できるよう取り組んで参

りました。 

 重点項目に掲げた１人権の尊重では、入居者主体のケアの実践に向けて 24

時間生活シートの活用により個別ケアの実践に取り組みました。また、機会を

捉え外出などにも取り組みました。家族との信頼関係に於いては、状況等につ

いて説明を行うなど信頼関係に努めました。２の笑顔に勝る介護なしでは、職

員の施設内研修によりスキルの向上に努めましたが、個々のＷＥＢ研修の活用

までには至りませんでした。３の感染対策に於いては、医療機関との連携を図

るなど感染対策を実施し、感染を予防することが出来ました。４の稼働率で

は、次期入居期間まで空床期間が発生してしまい目標稼働率には達しませんで

した。経費の削減については光熱水費の上昇や職員採用手数料などの増により

昨年度より上昇し、削減目標は達成に至りませんでした。 

 

１． 「人権の尊重」 

入居者一人一人の生活が実感して頂けるよう個別ケアの推進 

 

２． 「コンプライアンスの徹底」 

    運営推進会議等基準に沿った事業の確実な実施。 

 

３． 「笑顔に勝る介護なし」 

    職員の質の向上、利他的志向の助長。 

 

４．  稼働率目標 ９９％ 

１． 「人権の尊重」 

・一人ひとりのケアを根拠をもって進め「入居者主体」に取り組む 

    ・生活環境の向上と生活範囲の拡充 

 

２． 「笑顔に勝る介護なし」 

・笑顔は人を幸せにする表現であることを認識し、利他的志向を育 

む風土を作る 

    ・自己のスキルや知識の向上に努める 

 

３． 感染対策・防災対策の徹底 

    ・感染予防の推進、医療との連携 

    ・防災対策の推進、訓練の実施 

 

４． 目標稼働数 入居率９９％  経費削減 ２％ 
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Ⅲ. 重点項目の成果 

職  種  生活相談係・計画作成担当係 

重点目標 

重点実施項目 

 実施項目 実施項目の成果 

１ 

 

入居者主体とした

ケアプランを作成

していきます 

・ケアプラン作成時は、センター方式で知り得た情

報を活用します 

・個別ケアの実践が出来るよう、作成したケアプラ

ンは職員に周知する 

・家族の意向や本人の意思等を汲み取りケアプラン

を作成した。 

・作成したケアプランは職員へ周知することができ

た。 

２ 

 

利他的志向を育む

ため自己のスキル

や知識の向上に努

めます 

・研修会で学んだことは日頃のケアで実践しサービ

スの質の向上ができるよう努めます 

・利他的思考で個別ケアを実践できるように研修会

を実施した。 

・WEB 研修は２ヵ月に１回視聴します 

・WEB を活用し視聴研修はできなかった。 

３ 

 

感染予防と防災対

策の推進と徹底を

して行きます 

・BCP を常に日頃から意識して対応していきます 

・感染症等が発生した時は迅速に対応していきます 

・常に BCP を意識して業務や感染予防を行い、コロ

ナウイルス感染症やインフルエンザの発症を予防

することができた。 

・常に防止対策を実施した。 

４ 

 

目標稼働率 99％ 

経費削減 2%目指し

ます 

・居宅療養管理指導で入居者の健康管理、異常の早

期発見に努めます 

・医療機関と連携を図りながら入居者の健康管理、

異常の早期発見に努めることができた。 

１． 入居者主体としたケアプランを作成していきます 

 

２． 利他的志向を育むため、自己のスキルや知識の向上に努めます 

 

３． 感染予防と防災対策の推進と徹底をして行きます 

 

４． 目標稼働率 99％  経費削減 2％を目指します 
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・目標稼働率の９９％は達成できなかった。 

・5S 活動の推進と実践をして行きます 

・5Ｓ活動の継続ができなかった。 

・ペーパーレスや経費削減を行った。 

職  種  介 護 係 

重点目標 

重点実施項目 

 実施項目 実施項目の成果 

１ 

 

個別ケアの実践を

します 

・個別ケアを行う為、ケアプランの確認と入居者の

情報は職員で共有し個別ケアを実践します 

・ケアプランや２４時間生活シートを元に利他的思

考で実践することが出来た 

２ 

 

介護サービスの質

の向上を努めます 

・年間計画に沿った研修会等へ参加する 

・研修会で学んだことは日頃のケアの中で実践しサ

ービスの質の向上に努める 

・自己の不足している知識や技術を WEB 研修等で習

得します 

・施設内の研修で学んだことは実践することが出来

たが、自身に足りない所を補うための WEB 研修の

実施が出来なかった。 

３ 

 

入居者様の健康管

理の徹底します 

・毎日、健康観察を実施し、異常の早期発見に努め

ます 

・職員が感染源にならないようにします 

・毎日、健康観察を行ない、医療機関と連携を取り

早期異常に努めることができた。 

４ 環境整備に努めま

す 

・入居者のプライベート空間の整備を行います 

・車椅子やベッドなどに異常がないか定期的に点検

していきます 

・入居者の居室などの環境整備が定期的に継続して

行うことができなかった。 

・車椅子やベッド等に異常がないか確認を行ない、

入居者の安全確保を行った。 

 

１．個別ケアの実践をします 

２．介護サービスの質の向上に努めます 

３．健康管理の徹底します 

４．環境整備に努めます 


